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ライフコース疫学における時間依存性曝露の評価⽅法 
 

ライフコース疫学とは、個⼈が胎児期から死亡するまでの間に受ける様々な曝露が、⻑
期的に健康に及ぼす影響を研究する学問である。ライフコース疫学では、それぞれの曝露
が時を経て蓄積し、相互に影響を与え合いながら疾患を引き起こすという前提を⽴ててい
るため、時間依存性曝露の評価⽅法を考慮する必要がある。 

抄読会では、ライフコース疫学に特徴的な⽤語であるリスクの蓄積と誘導期/潜伏期につ
いて、また、ライフコース疫学に関連したモデルについて整理する。その後、時間依存性
曝露を考慮した例として、Richardson DB らの論⽂を紹介する。また、実際にライフコー
ス疫学の調査を⾏なっているエコチル調査についても紹介する。 
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